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業務・システム再構築
（リモート推進含む）

現在直面する危機については、緊急事態への迅速な対策のほか、新たな価値創造へとつなげる取り組み
が必要です。以下は、緊急対応から収束、回復までのプロセスを3つのフェーズに分け、それぞれに対する
当社の対応策の例を示したものです。

緊急対応
フェーズ

（半年～1年）

収束フェーズ
（１～２年）

回復フェーズ
（２年～）

危機状況への対応、従業員を
はじめとする関係者の安全確保
および、事業活動の継続可否
の判断

危機状況から脱し、徐々に
常態に回復する状況、
事業戦略の見直しと必要に
応じた組織・業務の再構築

ポストコロナ対応として
環境の変化を踏まえた
新たな価値創造を実現し
再度成長路線に向かうための
必要な施策検討

フェーズ（概要）
対応カテゴリー

戦略 組織 業務 リスク対応

業績影響の早期把握
緊急財務対応要否検討

対策本部設置
リモートワークに伴う
業務体制整備

（インフラ、人事制度）

緊急対策案の検討と
関連部門への展開

※さらなる
コンティンジェンシーの検討バックアップ体制検討

緊急対策案および対応のレビュー・検証および評価

中期経営計画見直し
もしくは

事業再構築計画検討

事業・関係会社再編

組織・人員体制再構築

リスクマネジメント再構築
①ERM
②BCP/BCM

中長期ビジョン・中計

事業戦略

グループ経営・ガバナンス

事業再編・M&A

業務・システム高度化
（リモート推進含む）

リスクマネジメント高度化

【民間】 新型コロナウイルス対策の全体像


